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長野県図書館協会 

デジタル版 小中学校図書館部会だより 

第 138 号 （26 年度） 

 

 

図書館教育をめぐる新たな動きの中で 

長野県図書館協会小中学校部会 

部 会 長   鈴 木  明 

  

昨年度の閏間部会長の後任として部会長を務めさせていただきます。力不足でありますが、よろ

しくお願いいたします。 

 本年度も小中学校部会では「豊かな学びの中核となる学校図書館～司書教諭との緊密な連携

による学習・情報センター～」をテーマに活動を進めて参ります。 

 新学習指導要領も完全実施され、そこで求められる生きる力、情報活用能力の育成をふまえ、重

点として、以下のことに取り組みます。 

１ 知的活動を促し、自ら学ぶ力を育てる「学習・情報センター」としての学校図書館 ・学習図

書、資料の情報提供 ・情報活用能力を培う図書館指導の推進 

２ 創造力を培い、豊かな心を育む「読書センター」としての学校図書館 

 ・読書意欲を高め、考えを深める読書指導研究 

・推薦課題図書の選定と情報提供 ・読書感想文、読書感想画の募集と資料提供 

３ 司書教諭と学校司書等とが協働して教育力を高める学校図書館 

     ・司書教諭と学校司書等とのいっそうの連携及び資質向上の研修推進 

 ・「学校図書館実務マニュアル」ならびに「司書教諭と学校司書―力を合わせて図書館教

育」 の活用と普及 

４ 県図書館協会と連携を図る中での県図書館研究大会の推進 

     ・開催支部（諏訪）との連携と協力 ・県図書館協会事業、地区図書館大会への協力 

５ 全国学校図書館研究大会（甲府大会）への協力 

 

さて、これらの活動を推進するにあたって、いわゆる「学校司書」の法的な位置づけに関わる動き

が行政側に出てきたようです。県下の状況を見ても、地区により処遇面で差があり、安定した活動

を続け、さらに資質の向上を図るためにも配慮していかなければならないことが多くあります。 

以上のことをふまえ、新たな動きに対応していけるよう取り組み、学校図書館教育が一層充実す

ることを目指していきたいと思います。ご協力をよろしくお願いいたします。 
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役名 氏名 所属

部会長 鈴木　明 篠ノ井東小学校

小林　洋子 城東小学校

水上　勇 三水第一小学校

常任幹事 大久保英幸 浅川小学校

松下　寿 松代小学校

浅井かよ子 小川小学校

橋本　郁子 芋井小学校

篠原　隆之 優良図書研究所

大蔵　和幸 城北小学校

小林　克雄 中込中学校

庶務幹事 小林　正代 長野県図書館協会

支部 氏名 所属 支部 氏名 所属

佐久 小林　克雄 中込中学校 佐久 新津　貴子 軽井沢中部小学校

上小 和田　敦 北御牧中学校 上小 宮川　志織 南小学校

諏訪 大蔵　和幸 城北小学校 諏訪 伊藤　拓 豊平小学校

上伊那 唐澤　孝則 手良小学校 上伊那 西村　敦子 箕輪北小学校

下伊那 小林　久通 高森南小学校 下伊那 伊藤　裕子 川路小学校

木曽 金森　茂 南木曽中学校 木曽 加藤　恵子 大桑小学校

塩筑 赤羽　高志 木曽楢川小学校 塩筑 関　陽子 塩尻西部中学校

安曇野 勝家　昌昭 堀金小学校 安曇野 市川　薫 穂高東中学校

大北 鈴木　桂子 大町東小学校 大北 鶴田　里美 池田小学校

更埴 諏訪　順一 治田小学校 更埴 北澤沙弥香 治田小学校

須高 鎌野登美子 日滝小学校 須高 朝倉　真理 高山小学校

中高 若松　享観 長丘小学校 中高 中村　仁志 中野小学校

上水内 水上　勇 三水第一小学校 上水内 鎌倉　靖 信濃小中学校

飯水 吉越　邦榮 泉台小学校 飯水 岩下　綾 飯山小学校

長野 宮澤　真一 信州新町小学校 若林惠実子 東条小学校

松本 黒澤　増博 波田小学校 亀子　明子 裾花中学校

松本 今井登志子 梓川中学校
浅井かよ子 小川小学校
篠原　隆之 優良図書研究所

支部 氏名 所属 支部 氏名 所属
佐久 花岡　直美 野沢中学校 上小 増澤　恵子 本原小学校
諏訪 宮坂　文子 富士見小学校 上伊那 米山　篤美 赤穂南小学校

下伊那 夏目　裕子 旭ヶ丘中学校 安曇野 小林　智美 三郷中学校
木曽 平中　和司 南木曽中学校 大北 北原由美子 池田小学校
塩筑 関　陽子 塩尻西部中学校 松本 清水　早苗 明善小学校
須高 伊藤ふき代 日野小学校 更埴 飯島喜美子 八幡小学校
飯水 仲條　正士 城北中学校 中高 佐藤　幸子 南宮中学校
長野 山崎　久子 北部中学校 長野 竹村里奈子 信州新町小学校
幹事 小林　洋子 城東小学校 幹事 水上　勇 三水第一小学校

学校司書委員

庶務、会計

支部代表者 推薦課題図書選定委員

長野

幹事

司書教諭委員

事務局、幹事・支部代表者会、SLA・北信越連絡

幹　　事

読書感想文･感想画コンクール

推薦課題図書選定委員会、読書感想文･感想画コンクール

部会だより、読書感想文･感想画コンクール

推薦課題図書選定委員会、出版物利用促進

26年度第64回県大会開催地区（諏訪支部）

27年度第65回県大会開催地区（佐久支部）

平成26年度　長野県図書館協会小中学校部会役員と業務分担

業務分担

県協会常務理事、SLA正会員

副部会長
司書教諭委員会

学校司書委員会
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平成 26 年度 事業計画 

１ 第６４回 長野県図書館大会 （諏訪大会） 

（１） 期日 11 月 8 日（土）午前 10 時～午後 3 時 40 分（受付開始 9 時 30 分） 

（２） 会場 開会式・基調講演：茅野市民館 

分科会：茅野市立永明中学校  家庭教育センター  

ちの地区コミュニティセンター 

基調講演 午前 10 時 40 分～12 時 10 分 

    講師 金田一 秀穂（きんだいち ひでほ）氏 

    演題 「本と言葉」 

    経歴 1953 年東京生まれ。東京外国語大学大学院修了。 

中国大連外語学院、米イェール大学、コロンビア大学などで、日本語を

教える。現在、杏林大学教授（中国語・日本語学科・日本語教育コース） 

研究テーマは、分野意味論、言語行動、文法など。 

 （３） 分科会 

第 4 分科会 司書教諭の仕事と役割～読み聞かせに向けて～ レポート発表・ワークショップ 

第 5 分科会 司書教諭と学校司書の二人三脚 レポート発表・ワークショップ 

第 6 分科会 司書の立場からの読書支援 実践発表・レポート発表・ワークショップ 

第 7 分科会 図書館運営のあり方 レポート発表・研究協議 

第 8 分科会 読書指導のあり方 レポート発表・研究協議 

第 9 分科会 読書指導のあり方 レポート発表・研究協議 

 

（５）参加申込み･問い合わせ先 

第６４回長野県図書館大会事務局 茅野市図書館 

〒391-0011  茅野市玉川５００番地 

TEL 0266-72-9085   FAX 0266-73-8644 

     E-mail：toshokan@city.chino.lg.jp 

 

 

２ 地区学校図書館教育研究会 

北信 更埴支部 11 月 18 日(火) 千曲市立治田小学校 千曲市立更埴西中学校  

東信 上小支部 11 月 11 日(火) 長和町立長門小学校 上田市名長和町中学校組合立依田久保南部中学校 

中信 松本支部 10 月 31 日(金) 松本市立波田小学校 松本市立波田中学校 

 

 

３ 第３７回長野県読書感想文コンクール実施計画 

（１） 支部審査 

・各校では学年別、類別（1～3 類）に、原則として各学級 1 点を応募できる。 
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・各支部で審査員を委嘱し、小学校低･中･高学年及び中学校の別に審査し、各

類別に 5 点以内を選出し県図書館協会事務局へ送付する。 

（２） 県審査 

・県審査員は原則各支部より 1 名選出し委嘱する。 

・県審査への応募しめきり 9 月 26 日（金） 

・第 1 回審査会 9 月 30 日（火） 

・最終審査会 11 月 4 日（火） 

（３） 入賞作品は学年（小低･小中･小高･中学）毎に各類（1～3 類）で金賞 5 作･銀

賞 10 作･銅賞 10 作（以内）とする。 

（４） 金賞作品集「ひろがる読書」の発行 

・金賞作品を掲載し、2 月下旬に発行予定。金賞受賞者に贈呈のほか、県下小

中学校へ 1 冊寄贈する。 

・銀賞･銅賞の作品は題名･氏名･学校名のみ掲載する。 

（５） 金賞作品から優秀作品を全国コンクールへ出品する。 

 

 

４ 読書感想画コンクール実施計画 

（１） 小学校低学年･高学年･中学校の部があり、それぞれに自由読書と指定読書の

区分がある。一人で両方とも応募できる。 

（２） 用紙・絵の具については自由。版画･はり絵も可。 

（３） 応募しめきり 平成 27 年 1 月 9 日（金）  

（４） 提出先 県立図書館内読書感想画コンクール事務局 

（５） 審査会 1 月 幹事会で実施 

（６） 優秀作品を 38 点選び、その中から中央コンクールへ出品する。 

 

 

５ 各委員会の活動計画 

（１） 司書教諭委員会 

・県図書館大会分科会での発表 

・司書教諭として全県的な課題をまとめ、今後の方向性を検討、発信 

・「司書教諭と学校司書 力を合わせて図書館教育」の活用と普及 

・図書館職員等ステップアップ研修への協力 

（２） 学校司書委員会 

・県図書館大会分科会での発表 

・司書教諭と学校司書の連携に関わる事例の収集と紹介 

・「学校図書館実務マニュアル」の活用と普及 

・図書館職員等ステップアップ研修への協力 

（３） 推薦課題図書選定委員会 
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・推薦図書の選定（年 2 回）と紹介（小低・小中・小高・中学・学習図書） 

・推薦図書は県図書館協会ホームページに掲載し、支部を通じて各校へメール

配信する。 

・県読書感想文コンクール課題図書の選定（推薦図書の中から） 

・教科学習図書の選定 

 

６ 「部会だより」発行計画 

（１） 部会だよりを年 3 回発行する。 

・第１３８号（7 月）本年度事業計画ほか 

・第１３９号（12 月）県大会・地区大会報告ほか 

・第１４０号（2 月）本年度まとめ、支部だよりほか 

（２） 支部を通じて各校へメール配信 

 

 

７ 図書館職員等ステップアップ（専門）研修 

分野 月 日 会 場 テーマ･内容 

特別研修 7/17(木) 県立長野図書館 知る自由と特定秘密保護法 

図書館の自由に関する宣言 8/23（土） 塩尻市立図書館 

学校図書館職

員･教員向け 

7/30（水） 辰野町立辰野図書館 わらべ歌（ワークショップ等） 

8/1（金） 県立長野図書館 学校司書の役割 

8/8（金） 県立長野図書館 ブックトーク（ワークショップ等） 

製本修理 8/7（木） 伊那市立伊那図書館 製本の基礎から修理までの技術を学ぶ 

情報リテラシ

ー養成 

7/10（木） 小布施町立図書館 タブレット講習会・新聞データベース講習会 

7/17（木） 安曇野市役所穂高総合支所 ジャパンナレッジ講習会① 

8/22（金） 塩尻市立図書館 ジャパンナレッジ講習会② 新聞データベース講習会 

9/19（金） 塩尻市立図書館 ジャパンナレッジ講習会③ 法情報と官報情報検索サービス 

10/16（木） 

または17（金） 

塩尻市立図書館 NDL 研修会 

  国立国会図書館を使いこなす 

11/21（金） 塩尻市立図書館 産業情報 J―DreamⅢ 

11/27（木） 東御市立図書館 農業情報 ルーラル電子図書館 

危機管理 11/17（月） 飯田市立中央図書館 図書館の危機管理 

読み聞かせ 9/6（土） 上田市立丸子図書館 紙芝居の特性と演じ方を学ぶ 

10/4（土） 飯島町図書館 パネルシアターの特性と演じ方を学ぶ 

11/22（土） 池田町図書館 紙芝居の特性と演じ方を学ぶ 

11/29（土） 軽井沢町立中軽井沢図書館 パネルシアターの特性と演じ方を学ぶ 
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歳入決算額 2,384,310 円

歳出決算額 1,674,410 円

差引決算額 709,900 円　（次年度へ繰越）

歳入 　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科目 予算額 決算額 増減 説　　明

部会費 560,000 560,000 0 本会計より

研究協力費 1,000,000 1,000,000 0 優良図書研究所より

県立長野図書館より地区大会共催負担金として12,800

全国SLAより読書感想画審査費として50,800

助成金 20,000 20,000 0 全国SLAより研究助成金として

雑収入 738 20,048 19,310 冊子販売収入40冊20,000 利息48

繰越金 720,662 720,662 0 前年度繰越

合計 2,364,200 2,384,310 20,110

歳出
科目 予算額 決算額 増減 説　　明

地区研究会費 360,000 360,000 0 １地区120,000×3地区

県大会費 50,000 41,395 -8,605 参加費2,000×20名、分科会消耗品

コンクール費 380,000 354,730 -25,270 感想文審査費、感想文賞状印刷、課題図書

研究委員会費 450,000 369,240 -80,760 図書選定委員会、学校司書委員会、司書教諭委員会

会議費 200,000 144,600 -55,400 幹事会、支部代表者会

北信越大会費 150,000 131,210 -18,790 富山大会　発表者・助言者の参加費・旅費・宿泊費

全国大会費 0 0 0

印刷費 94,500 94,500 0 実務マニュアル300冊増刷

負担金 45,000 43,250 -1,750 全国SLA負担金

事務費 80,000 80,934 934 宅配便料金

雑費 30,000 36,831 6,831 図書館大会企画運営委員会旅費、振込手数料等

予備費 524,700 17,720 -506,980 地区大会旅費

合計 2,364,200 1,674,410 -689,790

平成25年度　小中学校図書館部会決算報告　　　　

補助金 62,800 63,600 800
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歳入予算額 2,353,000 円

歳出予算額 2,353,000 円

差引　残額 0 円

歳入 （単位：円）

科目 予算額 前年度予算額 増減 説　　明

部会費 560,000 560,000 0 本会計より

研究協力費 1,000,000 1,000,000 0 優良図書研究所より

県立長野図書館より地区大会共催負担金として12,800

全国SLAより読書感想画審査費として50,000

助成金 20,000 20,000 0 全国SLAより研究助成金として

雑収入 300 736 -436 利息

繰越金 709,900 720,662 -10,762 前年度より

合計 2,353,000 2,364,198 -11,198

歳出

科目 予算額 前年度予算額 増減 説　　明

地区研究会費 360,000 360,000 0 １地区120,000×3地区

県大会費 50,000 50,000 0 参加費2,000×25名（第2回支部代表者会）

コンクール費 430,000 380,000 50,000 感想文審査費、感想文賞状印刷、課題図書３セット

研究委員会費 400,000 450,000 -50,000 図書選定委員会、学校司書委員会、司書教諭委員会

会議費 200,000 200,000 0 幹事会、支部代表者会

北信越大会費 0 150,000 -150,000

全国大会費 150,000 0 150,000 甲府大会　発表者・助言者参加費・旅費・宿泊費

印刷費 0 94,500 -94,500

負担金 45,000 45,000 0 全国SLA負担金、正会員費

事務費 80,000 80,000 0 宅配便料金

雑費 30,000 30,000 0 図書館大会企画運営委員会旅費、振込手数料等

積立 100,000 0 100,000 北信越大会のため積立

予備費 508,000 524,700 -16,700

合計 2,353,000 2,364,200 -11,200

平成26年度　小中学校図書館部会予算　　　

補助金 62,800 62,800 0

 
 

部会だよりは長野県図書館協会ホ

ームページでもご覧いただけます。 

。 

長野県図書館協会 小中学校図書館部会だより 第 138 号 

発行日 平成 26 年 7 月 29 日 

発行者 長野市若里 1-1-4 県立長野図書館内 

長野県図書館協会 小中学校図書館部会（代表 鈴木明） 

 


